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要旨

本県の大垣市周辺に分布するベルム系の赤坂石灰岩は、大型軟体動物化石を産出することで知られている。

Shikamaia属はペルム紀中期～後期に存在し、老齢個体は殻高が1m以上に達した可能性があると考えられて

いるAlatochonchida科の大型二枚貝である。日本からはShikamaia属の模式種である　Shikamaib akasa－

kaen嵐おOZAKIが赤坂石灰岩から報告されているほか、宮崎県高千穂町からShikamaia属と考えられる大型

軟体動物化石が産出する。2012年に岐阜県博物館の常設展示が一部改修される際、ペルム紀の展示区画を拡張

するにあたって赤坂石灰岩から産出したShikamaia属の未記載種と考えられる二枚貝の実物大復元模型を製

作した。

Keyshikamaiamodelperman

はじめに

古生物学的専門知識を持たない博物館来館者は、保存状

態が悪い標本の化石部分と母岩部分の判別が困難な場合

が多く、展示物を理解する上で古生物の復元模型は重要で

ある。

古生物の復元模型を製作する上で対象とする古生物の

全体像を把握することは必要不可欠だが、割出困難な母岩

から産出し、保存状態が悪い標本が多いグループは全体像

を把握することが困難であるために復元することが難し

い。

本県大垣市周辺に分布するベルム系の赤坂石灰岩は古

くから大型の軟体動物化石が産出することが知られてい

るが、標本のほとんどは保存状態が悪く、剖出が困難な固

い石灰岩から断片的に産出する。

Shikamaia属はOzaki（1968）によって赤坂石灰岩から産

出するS五五ama孟akasakaeHSおを模式種として新設され

た二枚貝の属で、Yhncey and Boyd（1983）によってAla－

tochonchidae科に分類された。世界各地のShikamaia属と

共産するVerbeekinidae科のフズリナから、Shikamaia属

が存在していたのはペルム紀中期～後期の赤道付近であ

り、その分布はテチス海、パンサラッサ海に及んでいたと

している（Isozaki，2006、A匝novicetal，2008、Isozaki

nad Aljinovic，2009）。現在我が国から報告されている

Shikamaia属は赤坂石灰岩から産出したSakasakaensts
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の1種のみだが、赤坂石灰岩から産出するShikamaia属に

は未記載種が存在する可能性があることを猪郷（2006）が

指摘しており、久保（2012）は本県から産出するShikamaia

属は少なくとも3タイプが存在するとした。Shikamaia属

の研究が進展してゆく過程で近年は断片的であるものの、

Shikamaia属の未記載種と考えられる大型二枚貝の外形

を理解する上で有効な標本が蓄積しつつある。

最新の研究成果と蓄積した標本を踏まえると、岐阜県博

物館に収蔵されている“シカマイア復元模型’’とされてい

るものは久保（2012）が分類した3つのタイプすべての外

形と隔たりが大きいことから新たに復元模型を製作した。

シカマイア復元の歴史的経緯

Ozaki（1968）は、SakasakaeH劇毒を二枚貝とは認識して

おらず、正体不明の生物として復元図を示している。Run－

negar and Gobbett（1975）、Kochansky－Devide（1978）

は後にShikamaia属に組み込まれるTと肋Chintangお

（主淘ikamaii）pezakens諒の復元図を示した。Yhnceyand

Boyd（1983）は複数の資料を採取して分類を再検討し、

TtmchintoIZgお属をShikamaia属に組み込み、Spezlaken－

Sお、アフガニスタンの餓揖ma孟vaH狙，朋の復元図を示

している。IsozakiandA匝novic（2009）はクロアチアから

産出した殻の前後が確認できる保存の良いS加療乱肋aね

細ecI（Kochansky－Devide）の復元図を示した。
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安藤（1994）はSakasakaeHSおを含む石灰岩塊を連続的

に切断し、断面構造から模型を製作している。松岡ほか

（2005）は岐阜県大垣市金生山、岐阜県本巣市根尾地域から

産出するShikamaia属を統合し、内部構造や化石としては

保存されない外套膜も含めて詳細な復元模型を製作して

いる。

模型製作工程

今回製作した実物大復元模型は、新jii教氏が所有する殻

頂部付近の前後の形状が現在までに報告されている

Shikamaia属のすべてと異なることからShikamaia属の

未記載種と考えられ、久保（2012）がShikamaia TYPE

A（Figurel）とした標本をもとに製作した。

模型の製作はまず標本の計測と写真撮影を行い、写真と

計測データに基づいて1／3スケールの粘土模型（Figure2）

を製作した。

次に粘土模型と実物を比較し、国立科学博物館で形状の

検討を行った。最後に業者へ粘土模型と同じスケールの模

型製作を依頼し、仕上がりを確認した後に実物大の模型製

作を依頼し、数回の形状修正の指示を経て完成させた

（Figure3）。

素材は持ち運びを容易にするため、模型の芯材を軽量な

アルミパイプ、プラスチックダンボール、発砲スチロール

で製作し、表面の造形を石粉粘土で製作して着色した。

今後の課題

本模型は殻の前後が確認できる老齢個体の標本をモデル

にして作られた初めての実物大模型だが、腹縁部周辺は未

発見であるために先行研究の復元画を参考にして製作し

てある。また、本模型のモデルとなった標本は靭帯部を観

察することが出来ず、松岡ほか（2005）が製作した模型のよ

うに内部構造までは復元できていない。今後さらに標本の

収集と整理を進め、日本から産出するパンサラッサ地域の

Shikamaia属の記載を行うとともに全体像を把握してよ

り正確な模型を作成する必要がある。また、本県の大垣市

周辺の石灰岩からはShikamaia属以外にも大型軟体動物

が産出するが、保村状態が悪いものが多く、博物館来館者

が展示からペルム紀の海山にすむ生物を理解するために

はシカマイア属以外の実物大の復元模型も必要である。
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Figure1本模型のモデルとなった新lII教氏が所有するShikamaia TYPE A
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Figure2　新川教氏が所有するShikamaiaTYPEAを元に製作した1／3スケールの粘土模型（①海面側、②海底

面側）と同スケールの模型（③海面側、④海底面側）
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Figure31／3スケールの模型から製作したShikamaia TYPE Aの実物大模型
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